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巻 頭 言 
 

日本ヘリコプタ協会 第１２代会長 

齊藤 茂 

 

 

平成 23 年度に当たり、日本ヘリコプタ協会会長として一言ご挨拶を申し上げます。初

めに、3 月 11 日に発生いたしました東日本大震災並びに福島第１原発における事故に関し

まして、被災された方々また避難をされている方々に対しまして心よりお見舞い申し上げ

ますとともに一刻も早い復旧・復元がなされることを祈念しております。 

さて、当協会では、昨年は国際会議「Heli Japan 2010」を「ヘリコプターの先進技術

と安全運航」のテーマで開催いたしました。国内外からの研究者、ヘリコプター製造メー

カー、運航会社、官庁関係からの参加者 280 名（内外国からの参加者 80 名）を越す大変

盛況な会議となりました。ひとえにわが国におけるヘリコプター研究、製造、運航に関す

る高い関心を示すものと思慮いたします。 

わが国は、地震、台風、火山噴火また急峻な山岳がある国土を有しております。ヘリコ

プターは、このような災害急助、火災消火活動、人命救助、物資輸送や救急医療など国民

生活に密着した分野での活躍が際立っております。ヘリコプターを安全に運航し、より有

効に活用することは、わが国において非常に重要な課題であります。近年では、山岳での

救助活動時に事故を起こすという不幸な例が発生しております。当協会では、ヘリコプタ

ーの事故を 80%低減させる世界的な活動である International Helicopter Safety Team 

(IHST) に参画し、HeliJapan2010 では米国 FAA の担当者をお呼びしてセッションを設け、

わが国における IHST 活動について意見交換を行いました。今後も関係官庁および機関の

協力を得て、この活動を通じヘリコプターの事故低減の努力を行ってゆきます。 

日本ヘリコプタ協会では、毎年 2 回行う定例研究会等でも研究者や運航現場において関

心の高いテーマを選択し皆様との接点を広げて行きたいと考えております。また、協会の

ホームページを魅力あるものへ改修するなど、親しみのあるまた有意義な協会へと変身す

る努力を続けてゆきたいと考えております。皆様の益々のご指導およびご鞭撻を期待して

おります。 

 今年の皆様のご健勝とご活躍を祈念しつつ、巻頭のご挨拶としたいと思います。 
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平成 23 年 3 月 31 日 
JHS 事務局 

 
 

平成 22 年度の JHS の活動報告 

 
1.JHS 総会：平成 22 年 4 月 26 日（月） 
 講演会：平成22年4月26日（月） 
・Dynamic Inflow Modelについて 
    村上 曜（JAXAプロジェクト研究員) 
・HELI-EXPO2010報告 
    大西 正芳（航空ニュース社） 
 
2.理事会・幹事会：平成 22 年 8 月 20（金） 
 
3.理事会・幹事会：平成 22 年 9 月 27 日(月) 
 
4.定例研究会：    平成 22 年 9 月 27 日(月) 
・ボルテックス・リング状態とセットリング・ウィズ・パワーについて  
 東 昭 氏（東京大学名誉教授）  
・ロータの地面効果は効率的にいつも有益か？  
  - 壁のある地面近傍でホバリングするヘリコプタロータの地面効果‐  
 井星 正氣 氏（防衛大学校 教授）  
・AHS2010参加報告  
 山口 学 氏（三菱重工 ヘリコプタ技術部） 
 
5.HeliJapan2010：平成 22 年 11 月 1 日（月）～3 日（水） 
 内容については、別添。 
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国際会議 Heli Japan 2010 開催結果について 
 

平成 23 年 3 月 31 日 
Heli Japan 2010 実行委員会 

 
１． 報告事項 
 「国際会議 Heli Japan 2010」「ヘリコプターの先進技術と安全運航」の開催結果

について報告する。 
 
２． 開催趣旨 
日本ヘリコプタ協会は、日本航空宇宙学会、American Helicopter Society 

International ならびに日本機械学会と共催で「ヘリコプターの先進技術と安全運航」

に関する国際会議 Heli Japan 2010 を、今年 11 月 1～3 日の間、埼玉県・さいたま市

のソニックシティにて開催いたしました。 
ご高承のとおり、ヘリコプターの効果的な運用は、通常の物資輸送や報道活動だけ

でなく、様々な自然災害あるいは人為的事故等に際しての救難・救助、緊急輸送、情

報収集等の活動に極めて有用な手段です。また、近年では、EMS いわゆるドクター・

ヘリの有効性が広く認知されているところです。このように、多くの人々の身近な場

面で活躍が増えるにつれて、その安全性の確保は欠かすことの出来ない要素となって

きております。 
本国際会議は、世界のヘリコプター研究者、技術者および様々な場面でヘリコプタ

ーを動かしている運航者が一堂に会し、ヘリコプター技術とこれを用いる運用技術に

関する最新の研究成果の発表・討議を行い、ヘリコプター技術の発展とヘリコプター

の安全性の向上を目指して、企画されたものであります。前回 2006 年の国際会議

（Heli Japan 2006）におきましては、今回同様、関係省庁、自治体の協賛、後援の

他、皆様の多大なご支援により国内外から多くの参加者が集い、研究成果の発表、討

議に止まらず、情報交換の場として、ヘリコプターの活躍の一助となったものと自負

いたしております。 
近年、ヘリコプターの有効性が着実に認知され、消防防災ヘリやドクター・ヘリと

して活躍の場を益々広げている状況にある我が国において、本国際会議を開催する事

は、誠に意義ある事と確信いたします。 
 
３． 国際会議 Heli Japan 2010 開催結果概要 
（１）開催時期：平成 22 年 11 月 1 日(月)～3 日(水) 
（２）開催場所：埼玉県さいたま市 ソニックシティ大宮 
（３）主催  ：日本ヘリコプタ協会 
        American Helicopter Society International 
        日本航空宇宙学会 
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        日本機械学会 
（４）参加人数：官公庁、研究機関、大学、一般および海外の研究機関、大学等 
        290 名（海外からの参加者 80 名） 

（５）講演概要： 
ヘリコプターの効果的な運用は、大震災や台風等の大規模災害のみならず、日常多

発するさまざまな自然災害あるいは人為的事故等に際して、初期消防、救難・救助、

緊急輸送、情報収集、救急医療等の活動にきわめて有効な手段であることは、広く知

られております。このように様々な分野で活躍するヘリコプターの安全な運航は、今

日の緊急な課題となってきております。このような関心の高さを反映して、本会議は

国内外より多数の参加者、論文発表を得ることができました。また、会議の内容は新

聞、雑誌にも報道されています。 
本会議では、最新技術の研究成果の発表・討議はもちろんのこと、会場内ではさま

ざまな情報交換が行われ、初期以上の成果を納めることができました。 
以下に事業内容を示します。 

開会式   ： 主催者挨拶、埼玉県知事祝辞（副知事の代読） 
会議  ： 11月1日、2日 参加登録者250人、一般参加20名、 

       特別講演7件、 
   一般講演65件（安全運航関連11件、先進技術関連54件） 

展示会       ： 11月1日、2日 11団体からブース出展 
見学会     ： 11月3日 参加者110人 立川広域防災基地（東京消防庁航空

隊、ハイパーレスキー隊、立川防災館、119番司令室）および 六

本木アークヒルズへリポート（ヘルメス仕様のヘリコプター体験搭

乗および施設見学） 
懇親会    ： 11月1日 参加者130人 パレスホテル 
同伴者ツアー ： 11 月 1 日 参加者 15 人 さいたまツアー（日本の伝統文化体

験（茶道、着物の着付け）、人形博物館（人形つくり））等 
  （６）費用  ：20 万円（協賛額） 
 
４． 総括 
国際会議 Heli Japan 2010 は、国内のヘリコプター研究者、運航関係者、公官庁、

一般の方々はもちろんのこと、米国、ドイツ、フランス、イタリア、韓国、インド、

中国、ブラジル等から従来になく 80 名以上の海外研究者、運航関係者が参加して開

催されました。会議のテーマであるヘリコプターに関する先進技術（空気力学、構造

力学、空力音響学、構造健全性技術、無人ヘリコプター等）の発表・討論をはじめ運

航の安全性に関する発表・討論が活発に行われました。また、特別講演として、NASA
の研究者、フランス、ドイツのヘリコプタ製造会社による先進技術への取り組み、国

交省から「将来の空の交通システムに関する長期ビジョン」また米国 FAA からは、

ヘリコプターの事故率低減への取り組みに関する貴重な講演が行われました。 
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わが国は、民間のヘリコプター所有機数で世界でも 5 本の指に数えられるほどの運

航大国です。今後益々のヘリコプター活用を考えるとき、先進技術における世界との

競争および協調が益々必要となります。他方ヘリコプターの事故を低減させる様々な

技術、運航システム等が必要であり、今回の国際会議 Heli Japan 2010 がその一助と

なったものと確信しております。世界の主要なヘリコプターの研究機関、政府関係者、

製造会社、運航会社から多数の参加を得たことは、わが国におけるヘリコプター研究、

交通行政、運航政策等への強い関心を示すものと確信しております。 
会議の目的でもある「外国を知る」ことに関連して企画したさいたまツアー及び見

学会は、同伴者を含む海外からの参加者に日本を見直すよい機会を与えたものと思い

ます。 
 
５． 今後の予定 
 国際会議 Heli Japan は、4 年毎に開催している会議である。次回は 2014 年に計画

している。 

－ 5 －



Dynamic Inflow Model

26th Apr. 2010
JAXA

1451
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“Heavier-than-air flying machines are impossible”

Glasgow Montgomerie
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Hm
n =

(n+m)!!(nàm)!!

(n+mà 1)!!(nàmà 1)!!

) Mm
n ñ

ù

4
Hm
n
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n=1 n=2 n=3 n=4 n=5 n=6 n=7

m=0 4/π 0 16/9π 0 256
/225π

0 1024
/1225π

m=1 8/3π 0 64/45π 0 512
/525π

0

m=2 32/15π 0 128
/105π

0 4096
/4725π

m=3 64
/35π

0 1024
/945π

0

m=4 512
/315π

0 2048
/2079π

m=5 1024
/693π

0

4. [L] :

vi = w =
V1

1
Z
1

0

@z

@Ð(c)

dø ñ L[Ð(c)]

(l = 1; 2; 3; :::)

X
m=0

1 X
n=m+2là1

1
Pömn (÷)[ë

m
n (t)cos(m ) +ìmn (t) sin(m )]

=
2V1

1
Z
1

0

÷

1

@ñ

@
 X

m0=0

1 X
n0=m0+2là1

1
Pöm

0

n0
(÷)Qöm

0

n0
(iñ)

h
üm

0cc
n0

(t)cos(m0 ) + üm
0sc

n0
(t) sin(m0 )

ã!
dø

4-1. cosine part:Z
0

2ùZ
0

1 X
m=0

1 X
n=m+2là1

1
Pömn (÷)[ë

m
n (t)cos(m ) +ìmn (t) sin(m )]P

öm
n (÷0)cos(m )drdÑ

=

Z
0

2ùZ
0

1

2V1÷
1
Z
1

0

@ñ

@
 X

m0=0

1 X
n0=m0+2là1

1
Pöm

0

n0
(÷)Qöm

0

n0
(iñ)

h
üm

0cc
n0

(t) cos(m0 ) + üm
0sc

n0
(t) sin(m0 )

ã!
dø á Pömn (÷0) cos(m )d÷0dÑ
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(The Rightà hand Side) =

Z
0

2ùZ
0

1

2V1÷
1
Z
1

0

@ñ

@
 X

m0=0

1 X
n0=m0+2là1

1
Pöm

0

n0
(÷)Qöm

0

n0
(iñ)

(The Leftàhand Side) =

Z
0

1ðX
m=0

1 X
n=m+2là1

1
Pömn (÷0)[ùë

m
n (t)]

ñ
Pömn (÷0)d÷ = ù

X
m=0

1 X
n=m+2là1

1
ëmn (t)

h
üm

0cc
n0

(t)cos(m0 ) + üm
0sc

n0
(t)sin(m0 )

ã!
dø á Pömn (÷0)cos(m )d÷dÑ

4-2. sine part:

Lmm
0s

nn0
=

2ùV1

1
Z
0

2ùZ
0

1Z
1

0

÷@ñ

@
 
Pöm

0

n0
(÷)Qöm

0

n0
(iñ) sin(m0 )

!
dø á Pömn (÷0) sin(m )d÷0d 

Lmm
0c

nn0
=

2ùV1

1
Z
0

2ùZ
0

1Z
1

0

÷@ñ

@
 
Pöm

0

n0
(÷)Qöm

0

n0
(iñ)cos(m0 )

!
dø á Pömn (÷0)cos(m )d÷0d 

ξ

•
•

•Pitt & Peters Model (1981) edgewise

•He & Peters Model (1989)
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Pitt & Peters Model

He & Peters Model

χ ∞

ÿ ' 0 cosÿ ' 1; sinÿ ' ÿ

0î ô ÿ ô 90î

Èmm
0

nn0
=

Hm
nH

m0

n0

r(à 1) 2

n+n0à2m

(n+ n0)(n+ n0 +2)[(nà n0)2 à 1]

2 (2n+1)(2n0 +1)
p(i) m+m’ even

(ii) m+m’ odd n=n’ 1

Èmm
0

nn0
=

2 Hm
nH

m0

n0

r ù

(2n+1)(2n0 +1)
p sgn(m àm0)

(iii) m+m’ odd n=n’ 1

Èmm
0

nn0 = 0
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Peters & He Model

Dynamic Inflow Model

ü0cn =
2ù

1 X
q=1

Q Z
0

1 Z
àb

b

÷

1
Pö0n(÷) á Lq(r; y; t)drdy

ümcn =
ù

1X
q=1

Q Z
0

1 Z
àb

b

÷

1
Pömn (÷) cosmÑ á Lq(r; y; t)drdy

ümsn =
ù

1X
q=1

Q Z
0

1 Z
àb

b

÷

1
Pömn (÷) sinmÑ á Lq(r; y; t)drdy
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Dynamic Inflow Model

Murakami (2008), Morello(2002)
3x3

[ ]
Peters Peters

dynamic inflow model

Dynamic Inflow Model

(Peters & Morello)

(Peters & Kropathalli)   

mass flow term

V1 ) V =
VT 0 0
0 Vm 0
0 0 Vm

24 35
VT= õ2 +ö2

p
Vm =

ö2 +õ2
pö2 +õ(õ+ö)

(õ = õf+õm)

Vm =
ö2 + õ2

pö2 + õ2 + õmjõj

(Peters & HaQuang, 1988) (Murakami, 2008)
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Any Question ?
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HELI-EXPO 2010 
HELI-EXPO

(

JHS ( at JAXA

W.

( )

(
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HELI-EXPO 2010
• HAI)

• 2010 2 20 ( ~23 (
•
• R.

• (17,995
1~3%

• 596 (585
• (

AW109
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R-66
770,000

75,000

927lbs

( 73.6

120kts

1,000

nm

OGE
IGE) 10,000ft

14,000ft
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EC175

EASA TC 

LOI

700nm

ISA+20, 16

S76D

2009 2 7
FAA TC 2011

M

HUMS
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B

2009 5

2010

(
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S-92

VHXX)

PHI ADS-B

EC145

UH-72A Lakota 173

AAS
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AW139

HUMS

Data transmission software

Website

Anomaly Detection Technology

X2 AAS
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• BA609

• Blue Edge Blade
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Blue Pulse Rotor

-

• X or X4
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•

CO2

NO

Noise
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IHST International Helicopter Safety Team
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IHST
A Call for Action by Helicopter Owners

A Call for Action 
by Helicopter 

Owners

b. HUMS
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Selling the Boss on Safety
– Challenges and Successes of “Small Operators”

• 8:00 am – 10:00 am
•

•
•
•
•

ADS-B NextGen

FAA Jim Linney
NextGen
•
•
• Control) Management)
•
•
•

ADS-B
• IOC)
•

• TSO-166 TSO-154
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NextGen

ADS-B
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• Ken Roberts 
•
•
•

•
•
•
•
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2 16 26 21

(
• Safety Management Course(3
• Emergency Response 101(

• Pilot Human Factors: Threat and Error Management(
• Flight Instructor Refresher Course(
• Mountain Flying Ground School(
• Instrument Flight Rules Refresher(

• Human Factors in Maintenance Workshop ( +
• Regulatory Compliance 101, Airworthiness and Maintenance Issues

(1

• Helicopter Operator Management(
• Defining Direct Operating Costs(

Committee Meeting

• Helicopter Tour Operators
• Technical
• Air Medical Services
• Finance & Leasing
• Acoustic /Environmental
• Heliport
• Economics
• Fly Neighborly
• Human Resources
• Manufacturers
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Workshop

• ICAO “Annex 14 Update”
• Finance & Leasing
• Economics
• SMS Working Group
• Flight Data Management
• Human Resources
• Heliport Design

• Manufacturers Technical Briefings

•
HAI Safety Symposium
Affiliate Symposium

•
Safety Manager Forum
Maintenance Directors’ Forum
Offshore Forum
ADS-B NextGen Forum
Meet the Airframe Manufacturers CEO Forum

•
FAA ENG Safety Conference

•
IHST Meeting

•
CFI Mentoring Program
Pilot Mentoring Program
Maintenance Tech’s Mentoring Program

• HAI’s Salute to Excellence Awards Banquet
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HAI’s Salute to Excellence Awards Banquet

• Japan Forum 

• HELI-EXPO 
• HELI-EXPO 1 2011 3 5 8

• HELI-EXPO 2010 A4 20
5 18

－ 38 －



2010 9 27

•
•
• AS365N
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日本ヘリコプタ協会第３４回定例研究会

ロータの地面効果は効率的に
益いつも有益か？

壁のある地面近傍でホバリングする
ヘリコプタロータの地面効果ヘリコプタロ タの地面効果

防衛大学校 井星正氣

平成22年9月27日

周知のヘリコプタロータの地面効果

②

 ロータ直径よりも地面に近づくとパワーが少なくて済む

 その飛行環境は飛行場のように平坦で広い空間が対象 その飛行環境は飛行場のように平坦で広い空間が対象

実際の飛行環境では？

ヘリコプタロータの地面効果は有益で 飛行環境によってその効ヘリコプタロータの地面効果は有益で，飛行環境によってその効

きが低下する程度で，その他，注意すべきことはないだろうか？

壁のある地面近傍では，地面効果外よりも必要トルク壁のある地面近傍では，地面効果外よりも必要トルク

係数が増大する場合があることを実験例を挙げて説明

する．
－ 50 －



飛行場・

海上（湖・

河川を含

）

市街地, 

2%

その他, 

4%
不明, 1%

飛行場

周辺

7%海上

（湖・河

市街地

1%

その他

飛行場・

周辺, 42%

む）, 12%

場外離

着陸場・

周辺

川を含

む）

14%

その他

9%

周辺, 42%

山岳, 11%

周辺

22%

山岳

場外離着

陸場・周山林農地

航路上, 

16%
山林農

地等

31%
航路上

16%

陸場 周

辺, 7%

山林農地

等, 5%
航路上

0%

ヘリコプタ 固定翼航空機

ヘリコプタと固定翼航空機の地域別事故発生状況

国土交通省運輸安全委員会，航空事故インフォメーション（１９９１～２０００の間）

3

壁のある地面近傍

①

救難救急，災害派遣時の例
Helicopter Japan, (2008), NO.165，タクト・ワン

救難救急 災害派遣 救急医療時に救難救急，災害派遣，救急医療時に
想定される飛行環境 4
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大規模災害時などでは 操縦者はほとんど初め大規模災害時などでは，操縦者はほとんど初め

ての飛行環境での運用を強いられるため，飛行ての飛行環境での運用を強いられるため，飛行

安全上の観点から，ヘリコプタロータの空力性

能に対する飛行環境の影響を明らかにすること

が重要である．

救難救急，災害派遣時の例
Helicopter Japan, (2008), NO.165，タクト・ワン

救助時の例
Helicopter Japan, (2009), NO.181，タクト・ワン

ロータ用荷重検出器トラバース装置
①

フラップ角測定用ポテンショメータ

ロータ駆動用モータ

模型ロータ

wl
胴体模型

：壁長さ

h
w

胴体用荷重検出器：ロータ高さ

地面効果パラメータ

 機首方位角

地面効果パラメ タ
 右壁間隔 （壁間隔 ）
 壁高さ

wrw ww
wh

f ：機首方位角

壁 壁長さ
 壁枚数
 ロ タ高さ

w

wl
wn
h

wrw wh
：右壁間隔

：壁高さ ロータ高さ
 機首方位角

h
f

1wn  : 壁枚数実験装置の概要（ ）
6
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ロータ用荷重検出器トラバース装置

ロータ駆動用モータ

フラップ角測定用ポテンショメータ

ロ タ駆動用モ タ

模型ロータ

wl ：壁長さ

h ：ロータ高さ

wh ：壁高さ
地面効果板

左壁

地面効果板

w ：壁間隔
右壁

ww ：壁間隔

2wn  ：壁枚数実験装置の概要（ ） 7

④

   Qi G QiIN OUT
C k C

1 0

1.1

1.2
 =0 deg
CT / =0.0740
CQ0 / =0.00175

s =3 2
0.10

0.11
 OH-6A
 OH-58A
 UH-1C
UH-1H

 =0 deg
CQ / =0.00695

 s=3.2

0.8

0.9

1.0

k G
 

 TH-55
 OH-6A

 AH-1G/212
 AH-1G/212/LA

s 3.2

0 08

0.09

C
T
 /

 UH 1H
 AH-1G
 CH-47C
 Lewis's eq.
 Cheeseman&

         Bennett's eq.

0.6

0.7

0.8
 H-369C
 OH-58A
 OH-58(LA)
 UH-1B
 YUH-1H
 UH-1H
AH 1G

 AH-1S
 B-211
 B-214
 CH-54B
 CH-47B
 CH-47C 

Hayden's eq

0.07

0.08

(a) 推力係数 (b)トルク係数

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0
0.5

h

 AH-1G   Hayden s eq.

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0
0.06

h

(a) 推力係数

（トルク係数一定の場合）

(b)トルク係数

（推力係数一定の場合）

水平な地面近傍でホバリングする
ロータの地面効果ロータの地面効果

8
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壁のある地面近傍でホバリングする

ロータの必要トルク係数は要 数

 壁のない水平な地面近傍や 壁のない水平な地面近傍や

 地面効果外 地面効果外

と比べて増大すると比べて増大する

10

0 007

0.008

8

 0
 d

eg CT / =0.0740
hw =0.75 nw =2

w =∞
0.006

0.007

C
Q

 /

CT / =0.0740

6

 0  ww ∞
 ww =6.0
 ww =5.0
 ww =4.0
 ww =3.0

0.005

T
hw =0.75 nw =2

 ww =∞
 ww =6.0
 ww =5.0

4 0

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
4

h

 ww =2.5

0.09
0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

0.004
h

 ww =4.0

0.008

0.07
0.007

/

0 05

0.07

C
T
 /

CT / =0.0740
hw =0.75 nw =2

 ww =∞
 ww =6.0

0.006

C
Q

 

CT / =0.0740
hw =0.75 nw =2

w =∞

0 03

0.05 ww =5.0
 ww =4.0
 ww =3.0
 ww =2.5

0 004

0.005
 ww =∞
 ww =4.0
 ww =3.0
 ww =2.5

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.03

h
0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

0.004
h

一対の壁がある地面近傍でホバリングするロータの空力性能
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0.008 0.008

0.006

0.007
C

Q
 /

CT / =0.0740
hw =0.25 nw =2 0.006

0.007

C
Q

 /

CT / =0.0740
hw =0.75 nw =2

0.005

0.006
ww =∞
 ww =6.0
 ww =5.0
 ww =4.0
ww =3.0

0.005

0.006 ww =∞
 ww =6.0
 ww =5.0
 ww =4.0
 ww =3.0

2 5

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.004

h

ww =2.5

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.004

h

ww =2.5

0.0080.008

0.007

0.008

/

0.007

0.008

Q
 /

0 005

0.006C
Q

 

CT / =0.0740
hw =1.0 nw =2

 ww =∞
 ww =6.0
ww =5.00 005

0.006

C
Q

CT / =0.0740
hw =0.5 nw =2

 ww =∞
 ww =6.0
w =5 0

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.004

0.005

h

ww 5.0
 ww =4.0
 ww =3.0
 ww =2.5

0 0 5 1 0 1 5 2 0 2 5
0.004

0.005

h

ww 5.0
 ww =4.0
 ww =3.0
 ww =2.5

定常トルク係数に対する壁間隔の影響 11

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5h0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5h

10 10

8

 d
eg CT / =0.0740

hw =0.25 nw =2

8

de
g CT / =0.0740

hw =0.75 nw =2
∞

6

 0  ww =∞
 ww =6.0
 ww =5.0
 ww =4.0
 ww =3.0

2 5

6

 0
  ww =∞

 ww =6.0
 ww =5.0
 ww =4.0
 ww =3.0

2 5

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
4

h

 ww =2.5

10

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
4

h

 ww =2.5

10

8

10

8

10

6

 0
 d

eg CT / =0.0740
hw =1.0 nw =2

 ww =∞
 ww =6.0
 ww =5.06

 0
 d

eg CT / =0.0740
hw =0.5 nw =2

 ww =∞
 ww =6.0
 ww =5.0

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
4

h

w
 ww =4.0
 ww =3.0
 ww =2.5

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
4

h

 ww =4.0
 ww =3.0
 ww =2.5

コレクティブピッチ角に対する壁間隔の影響 12

hh
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縦横方向の力のつりあい： T Q

. ,lat tailT T
①：

tailT

.latT

Q

tl
tail tQ T l

②：

① 平面図

.longiT
.longiT W③：

.longiT T

.latT

WW

ホバリング飛行時の縦横方向の力のつりあい

② 正面図 ③ 側面図

ホバリング飛行時の縦横方向の力のつりあい
13

0.0080.008

0.006

0.007

C
Q

 /

CT / =0.0740
ww =3.0 nw =20.006

0.007

C
Q

 /

CT / =0.0740
ww =5.0 nw =2

0.005

0.006 w w
nw =0
 hw =0.185
 hw =0.25
 hw =0.50
hw =0.75

0.005

0.006 w w
 nw =0
 hw =0.185
 hw =0.25
 hw =0.50
 hw =0.75

0 008

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.004

h

w
hw =1.00

0 008

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.004

h

w
 hw =1.00

0.007

0.008

/

0.007

0.008

/

0 00

0.006

C
Q

 

CT / =0.0740
ww =2.5 nw =2

 nw =0
 hw =0.185
hw =0.25

0.006

C
Q

 

CT / =0.0740
ww =4.0 nw =2

 nw =0
 hw =0.185
hw =0.25

0 0 5 1 0 1 5 2 0 2 5
0.004

0.005  hw 0.25
 hw =0.50
 hw =0.75
 hw =1.00

0 0 5 1 0 1 5 2 0 2 5
0.004

0.005  hw 0.25
 hw =0.50
 hw =0.75
 hw =1.00

定常トルク係数に対する壁高さの影響 14

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5h0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5h
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一般に地面効果外といわれているロータ高さにおける

①

定常トルク係数の増大！

0.00810

0.007

0.008

/8

10

0.006

C
Q

 

CT / =0.0740
nw =2  ww =4.0

 hw =0
h 1 06

 0
 d

eg

CT / =0.0740
nw =2 ww =4.0

 hw =0
h =1 0

0.004

0.005  hw =1.0
 hw =2.0
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定常トルク係数に対する壁高さの影響
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定常トルク係数に対する壁高さの影響
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定常トルク係数に対する壁枚数の影響 17
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コレクティブピッチ角に対する壁枚数の影響 18
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壁のある地面近傍で定点ホバーする場合壁のある地面近傍で定点ホバーする場合

壁のない場合に比べて壁のない場合に比べて

操縦者のワークロードは増大する操縦者のワ クロ ドは増大する

0.0003
CW / =0.0740  with fuselage
C / =C / +C /

f = /2
 =

0.0002

CT / =CW / +CDf /
nw =1  hw =1.0  wwr =2.0  lw =6.4

f =
f =5 /4
f =3 /2
f =7 /4

0.0002

C
M

pD
f /


0.0001C
M

0
  nw =0  

f =

胴体のピッチングモーメント係数に対する機首方位角の影響

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0

h

胴体のピッチングモ メント係数に対する機首方位角の影響
（機首上げを正）

20
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0.0003
CW / =0.0740  with fuselage f = /2

0 0002

CT / =CW / +CDf /
nw =1  hw =1.0  wwr =2.0  lw =6.4

f
f =3 /2

  nw =0  
f =

0.0002

M
pD

f /


0.0001

C
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胴体のピ チングモ メント係数に対する機首方位角の影響

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0

h

胴体のピッチングモーメント係数に対する機首方位角の影響
21

2 0h
平均的な吹き平均的な吹き
下ろし増大下ろし増大

①

②2.0h  上向き上向き
の流れの流れ

②

2f 
1.0h 

③

静圧上昇

3 2f 

22
胴体のピッチングモーメントの挙動の物理的説明
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ロータ面外側の上向き流れの存在

小さ タ高さにおけ 体 面近傍小さいロータ高さにおける胴体下面近傍の
上向き流れの存在
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ブレ ドフラ ピング運動ブレードフラッピング運動

   2       0 1 1 2 2cos cos 2a           

ここにここに

0 :a コーニング角

:n n 次調和のフラッピング振幅

:n 次調和の位相角n
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ブレードフラッピング運動に対する壁枚数の影響 26

h h
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ブレードフラッピング運動に対する壁枚数の影響 27

h h

タ面の傾きによるモ メント T

①

推力にもとづくモーメント M

ロータ面の傾きによるモーメント T

推力にもとづくモ メント
TM

1TM dT 
d

1
e

ハブモーメント

1M b F 
HubM de

ここに は推力 は胴体重心からロータハブ中

12Hub cM be F 

T dここに， は推力， は胴体重心からロータハブ中

心までの垂直距離， はフラッピング振幅， はブ

レ ド枚数 はフラ ピングヒンジオフセ ト は

T d
1 b

レード枚数， はフラッピングヒンジオフセット， は

ブレード遠心力である．
cFe

28
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0 0003

0.0002

0.0003
CW / =0.0740 with fuselage
nw =1 hw =1.0 ww =2.0 lw =6.4

f = /2
f =3 /2

isolated rotor

0.0001
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f =3 /2
nw =0

-0 0001
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C
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/

-0.0002
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-0.0003
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1枚の壁のある地面近傍でホバリングするヘリコプタの
ピッチングモーメント係数に対する機首方位角の影響

29

ピッチングモ メント係数に対する機首方位角の影響
（ に対して機首上げを正）3 2f 
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(a)  推力係数 (b)  トルク係数
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ロータ空気力の非定常性

30

－ 64 －



0.0080.080

0.007

0.008

0.075

0.080

0.006

0.007

C
Q

 /

0.070

0.075

C
T 

/

0.005

0.006
CT / =0.0740
hw =0.25

 ww =2.5

0.065

0.070
CT / =0.0740
hw =0.25

 ww =2.5

(a)  推力係数 (b)  トルク係数

0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.005

h0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5
0.065

h

ロータ空気力の非定常性
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hw 0.75 ww 4.0
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ロ タ空気力の周期的変動成分の存在と増大ロータ空気力の周期的変動成分の存在と増大
32
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(a) 定常トルク係数

定常トルク係数とブレード
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 lw =2.0
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 lw =4.0
 lw =6.4nw =0

フラッピング運動に対する
壁長さの影響
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(b) ブレードフラッピング運動

壁のある地面近傍でホバリングする壁のある地面近傍でホバリングする
ヘリコプタロータの地面効果（注意点）

 壁がない場合に比べて定常トルク係数が増大し，一壁がない場合に比 て定常トルク係数が増大し，

般に，地面効果外と言われているロータ高さでも定常ト

ルク係数の増大があるルク係数の増大がある．

たとえば，渓谷での救助活動では，山岳地であること

による空気密度の低下に加え，壁の影響により必要ト

ルク係数が増大するため，余剰パワーの確認に注意を

要する．さらに，夏季，搭乗者数や燃料残量も注意点

であるである．

34
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そのうえ

 非定常性が強まるロ タ高さと壁間隔 壁高さの組 非定常性が強まるロータ高さと壁間隔，壁高さの組

合せがある．

 2次調和の周期的変動推力係数が増大する．

 ロータ高さに対する機体のピッチングモーメントの挙タ高さに対する機体の ッチング ントの挙

動が機首方位角により複雑に変化する．

など，操縦者のワークロードを増大させる要因が加わる．
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d dD

(a) 地面効果外 (b) 地面効果内(a) 地面効果外 (b) 地面効果内

r   有効迎え角

ホバリング時のロータハブ中心から

半径 の位置における翼素の作動状態半径 の位置における翼素の作動状態r
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地面効果外 (b) 地面効果内(a) 地面効果外 (b) 地面効果内

地面の影響（鏡像法）
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(a) 定常トルク係数 (b) 正規化した定常トルク係数

推力係数の影響
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テ ルロ タを有する実験風景テールロータを有する実験風景

Ref. Peter, F., etc, AHS Forum 66
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X-2
X-49

8200lbs
9300lbs
38
6.25ft
2h40min
570km
225kt
C-5 8
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14. Noboru Kobiki, Shigeru Saito, A Conceptual Design of Active Tab for Mach scaled Model Blade 

Installation, 36th European Rotorcraft Forum ,September 7th 2010. 

15. 高山央貴、佐々木大輔、中橋和博、田辺安忠、齊藤 茂, 構造・非構造格子カップリングによるヘリ

コプター全機周りの流体数値計算, 日本航空宇宙学会論文集Vol.58, No.681, pp.227-284, 

October, 2010. 

16. 小曳 昇、齊藤 茂, Design and Performance Evaluation of Full Scale On-board Active Flap 
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System for Helicopter Noise Reduction, Heli Japan 2010, 大宮、11月1日、2010年 

17. 宗田賢治、小曳 昇、田辺安忠、齊藤 茂、藤田 肇, Aerodynamic Design of Active Tab for 

Helicopter BVI Noise Reduction by 2D CFD Analysis, Heli Japan 2010,大宮、11月1日、2010年. 

18. Yoh Murakami, Introduction of a New Accident Analysis Method developed by the U.S. JHSAT, 

Heli Japan 2010, 大宮、11月1日、2010年. 

19. Hideaki Sugawara, Yasutada Tanabe, Shigeru Saito, A Numerical Study of Rotor/Fuselage 

Interaction Based on JMRTS Database, Heli Japan 2010, 大宮、11月1日、2010年. 

20. Daisuke Sasaki, Oki Takayama, Michitaro Hashiba, Kazuhiro Nakahashi, Yasutada Tanabe, Shigeru 

Saito, A Hybrid Structured/Unstructured Mesh CFD Solver, Heli Japan 2010, 大宮、11月1日、

2010年. 

21. Kenji Muneta, Noboru Kobiki, Yasutada Tanabe, Shigeru Saito, Hajime Fujita, Aerodynamic 

Design of Active Tab for Helicopter BVI Noise Reduction by 2D CFD Analysis, Heli Japan 2010 

大宮、11月1日、2010年. 

22. Daisuke Sasaki, Oki Takayama, Michitaro Hashiba,Kazuhiro Nakahashi, Yasutada Tanabe, Shigeru 

Saito, A Hybrid Structured/Unstructured Mesh CFD Solver, Heli Japan 2010, 大宮、11月1日、

2010年. 

23. 宗田賢治、小曳 昇、田辺安忠、齊藤 茂、藤田 肇, ２次元解析によるヘリコプタ騒音低減用アク

ティブ・タブの空力設計, 第48回飛行機シンポジウム 静岡、11月30日、2010年. 

24. 小曳昇、齊藤茂, マッハ・スケールした風洞試験模型ブレード用アクティブ・タブ機構の概念設計,

第48回飛行機シンポジウム, 静岡、11月30日、2010年. 

25. 田辺安忠、齊藤 茂、菅原瑛明, 回転翼と胴体との空力干渉に関する考察, 第48回飛行機シンポ

ジウム, 静岡、11月30日、2010年. 

26. 村上 曜、田辺 安忠、齊藤 茂、菅原 瑛明, 回転翼の後流モデルとCFDとのハイブリッド手法, 第

48回飛行機シンポジウム 静岡、11月30日、2010年. 

27. 田辺安忠、齊藤 茂、小曳 昇、室田勝一、林 恭平、平岡克己、菅原瑛明, ロータと胴体の干渉流

れ場に関する実験的研究, JAXA-RR-10-003, 8月31日、2010年. 

 

（付録 Heli Japan 2010 Proceedings) 
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日本ヘリコプタ協会規約 
施行 平成元年 12 月 15 日 
改正 平成 10 年 7 月 6 日 
改正 平成 12 年 6 月 22 日 
改正 平成 15 年 7 月 3 日 
改正 平成 18 年 4 月 28 日 
改正 平成 22 年 4 月 26 日 

 
 

第１章  総   則 

（名 称） 
第 1 条 本組織は『日本ヘリコプタ協会（Japan Helicopter Society）』（以下「本協会」という）と呼

称する。 
 
（目 的） 
第2条 本協会は、広くヘリコプタ及び垂直離着陸飛行の発展に寄与するため、AHSI（American 

Helicopter Society International）の日本支部（Japan Chapter of the AHSI）として、ヘリコプタ

並びに垂直離着陸飛行に関する基礎研究、試験、開発、製造、維持、運航並びに広報等、全ての分野

にわたる活動の活性化、情報収集の効率化、会員相互の親睦・共生、国際交流の実をあげることを目

的とする。 
 
（管理機構） 
第 3 条 本協会の管理運営機構は理事会及び幹事会とする。 
理事会は AHSI の基本目的、本規約、並びに本協会全体の運営方針に関わる事項を統括する。各担当

常任理事は、担当範囲の年間事業計画を策定し執行する。各担当幹事は、担当常任理事の事業執行を

補佐する。 
本協会の事務局は、会長が指名する機関内におく。 

 
 

第２章  会  員 
（会員の資格） 
第 4 条 本協会は、日本在住の AHSI の正会員、学生会員、法人会員、教育法人会員、並びに本協会の

賛助会員他をもって構成する。 
 

（会員の分類） 
第 5 条 本協会の個人会員は、正会員、学生会員、賛助会員、及び名誉会員、法人会員は一般法人会員、

教育法人会員、及び賛助法人会員からなる。 
① 正会員は、AHSI 会員の資格を有するものおよび本協会に入会申込書を提出し理事会で承認をえ

たもの。 
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② 学生会員は、AHSI 会員の資格を有するものおよび本協会に入会申込書を提出し理事会で学生会

員として認められたもの。 
③ 一般及び教育法人会員は、AHSI 会員の資格を有するものおよび本協会に入会申込書を提出し理

事会で夫々一般及び教育法人会員として認められた法人。 
④ 賛助会員並びに賛助法人会員は、本協会の目的に賛同し本協会の活動を賛助する個人並びに法

人。 
⑤ 名誉会員は、所定の審査の結果、本協会の目的達成及び推進に特に顕著な功績があって、名誉

会員として遇するに相応しいと認められたもの。 
 
（加入及び脱会） 
第 6 条 前条の各号に該当し、入会を希望するものは所定の申込書を、会長に提出し、理事会の承認を

得なければならない、また、脱会を希望するものは所定の脱会届けを、会長に提出しなければならな

い。 
 
（除名） 
第 7 条 本協会は、会員が本協会の目的に反するような行為があったと認められる場合、理事会で審議

のうえこれを除名することができる。 
 
（会員の権利） 
第 8 条 会員は、会のすべての事項に参画する権利及び均等の取扱いをうける権利を持つ。 
 
（会員の義務） 
第 9 条 会員は、次の義務を負う。 

① 当規約及び総会、理事会で定められた事項に従うこと。 
 
 

第３章  役 員 
（役員） 
第 10 条 本協会には、次の役員をおく。 

会長                 （PRESIDENT）         1 名 
副会長                 (VICE PRESEDENT)  2 名 
常任理事               (MANAGEING DIRECTOR)        若干名 
理事                   (DIRECTOR)                      若干名 
監査役                (AUDITOR)                       若干名 
幹事                   (MANAGER)                      若干名 
メンバーシップ担当     (MENBERSHIP /CHAIRMAN)  1 名 
リエゾン担当   （LIAISON MANAGER）  若干名 

尚、名誉顧問(ADVISER EMERITUS) 、顧問(ADVISER)をおくことができる。 
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（選任） 
第 11 条 常任理事及び理事、監査役は、前期役員が候補者を推薦し、会員の選挙又は総会の承認を得

てこれを決定する。 
会長、副会長は、常任理事および理事の互選による。 
幹事長、メンバーシップ担当並びにリエゾン担当の委嘱は会長が行う。 
幹事は理事会が推薦し会長が任命する。 
名誉顧問および顧問は、会長、副会長経験者から構成される。名誉顧問はまた顧問は、理事会での

承認をもってこれを承認する。また、会長、副会長経験者でない場合、特別に会長の推薦があった場

合にはこれを認める。 
なお、任期中に役員に欠員が生じた場合の後任者の選任は、その都度、理事会の合議によって決定

し、常任理事の場合には総会で承認する。 
 
（任期） 
第 12 条 役員の任期は、2 ヵ年とする。なお、副会長に関しては 2 名のうち 1 名を 1 年毎に交互に選

出される。 
但し、前条、後任役員の任期は前任者の残りの期間とする。 

 
（職務） 
第 13 条 役員は下記の職務を遂行する。 
① 会長は、本協会を代表して、会務を統括し、会の運営に対する一切の責任を負う。 
会長は総会、理事会の議長となる。 
② 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代行する。なお、2 名のうちどちら

かの副会長がメンバーシップ担当を受け持つ。また、副会長は次期会長の候補となる。 
常任理事、理事は、理事会を構成し、本協会の運営に関わる基本的事項を決定する。 
④ 常任理事には、次の担当を設ける。 
• 総務担当 
• 企画担当 
• 編集担当 
• 広報担当 
• 国際担当 
• 行事担当 

⑤ 各担当常任理事は附表１に定める担当ごとの職務を担当幹事と共に遂行し、本協会の運営につき、

会長並びに理事会を補佐する。 
⑥ メンバーシップ担当(副会長)は、会員の増加に関する基本施策を立案遂行すると共に、会員名簿

を維持管理する。 
⑦ リエゾン担当は、国内における外部関係機関との情報交換、協力関係の強化に努める。 
⑧ 幹事長は、庶務担当常任理事を補佐し、本協会の運営に関して、担当理事の決定した基本事項を

具体化し遂行する。また、幹事会を主催し、各担当常任理事との調整を行う。 
⑨ 幹事は、幹事長より指示された業務を行う。 
⑩ 監査役は本協会の会計が適正に行なわれていることを監査する。 
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 ⑪ 名誉顧問および顧問は、会の運営に関して意見を具申する。また、顧問は担当常任理事の相談役

として常任理事をかねることができる。 
 

（理事会） 
第 14 条 理事会は、必要に応じて、会長がこれを招集する。顧問、名誉顧問は、理事会に出席できる

が、議決に参加はできない。理事会の議決は、全常任理事・理事の過半数を持って成立する。 
 
（幹事会） 
第 15 条 幹事会は、必要に応じ、幹事長がこれを招集する。リエゾン担当は、幹事会に出席できるが、

議決には参加できない。幹事会の議決は、全幹事の過半数を持って成立する。 
 
（内規） 
第 16 条 本協会の運営に内規を必要とする場合は理事会の決議によりこれを定める。 
 
 

第４章  総会及び行事 
（総会） 
第 17 条 総会は、本協会の最高決議機関であり、会員全員をもって構成し、原則として新年度に入って

３ヶ月以内に会長が招集し、次の事項を協議するものである。ただし、理事会が必要を認めたとき、

また会員の総数 3 分の１以上のものが、議題を明示して請求したときは、会長は臨時に総会を招集

しなければならない。 
① 役員の選出並びに解任 
② 規約の改廃 
③ 予算及び決算 
④ その他役員が発案し、理事会で必要と認めた事項 
⑤ 会員からの提案事項 

総会は、会員の過半数の出席又は委任状がなければ成立しない。 
総会の決議は出席した会員の多数決による。議長は、賛否同数の場合のみ決議に加わることができる。 

 
（行事） 
第 18 条 本協会は、理事会の承認を得て、研究会・講演会を開催するほか、本協会の目的に沿った各

種の行事を行うことができる。 
 
 

第５章  会 計 
（会の経費） 
第 19 条 本協会の経費は、賛助会費、臨時会費及び寄付金他をもってあてる。 
 
（会費） 
第 20 条 会費の徴収は、次により行う。 
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① 賛助会費は、年額１口 10,000 円以上の賛助会費を納入する。原則として新年度に入って３ヶ月

以内にこれを徴収する。 
② 臨時会費は、理事会の決議により、必要に応じ適宜徴収する。 

 
（会計年度） 
第 21 条 本協会の会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日までの１ヵ年とする。 
 
（会計） 
第 22 条 本協会の会計は、総務担当常任理事／幹事が担当して行う。 
 会計は監査役の監査を経た上で、定期総会に会計報告を行い、承認を得るものとする。 
 
 

第６章  附則 
（効力） 
第 23 条 当規約の効力は、平成元年１２月１５日から発足するものとする。 
 

以上 
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附表１ 担当常任理事における職務（なお、各項目については適宜見直す） 

 
担  当 職  務 

総務担当 • 総会、理事会、定例研究会、特別講演会及び臨時委員

会等の開催の事前通知ないし、これらの会議について

の議事録を作成し保存する。 
• 本協会の会計記録を保存し、資産の安全保管の責任を

負う。 
• 本規約が、明示又は暗示に規定するその他の職務、或

は会長又理事会から付託された業務を遂行する。 
• 表彰を取り扱う。 
• その他 

企画担当 • 年間の行事を立案する。 
• 協会のホームページの作成を助言する。 
• 各種イベントを企画（臨時組織、特別広報企画等）す

る。 
• 各種情報発信を企画する。（アーカイブス、臨時委員

会、広報活動等） 
• その他 

編集担当 • HP を作成に協力する。 
• 年 1 回会報を製作する。 
• 発信情報（アーカイブス）を作成する。 
• 年間の発表論文を”e-Library”化する。 
• その他 

広報担当 • HP の作成し運営する。 
• 対外的な関係を構築する。 
• 広告を募集する。 
• 寄付を募る。 
• 国内における教育機関との関係を構築する。 
• その他 

国際担当 • AHSI 対応 
• 海外対応 
• その他 

行事担当 • HeliJapan 国際会議 
• IHST 参加 
• その他 
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個人情報に付き【賛助会員名簿（法人賛助会員）】（92 頁～93 頁）は削除いたしま

した。   



 
 
 
会    長 齊藤   茂 宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ 
（兼）AHS本部技術委員                   運航・安全技術チーム ヘリコプタ技術セクションリーダ 
副 会 長 井星   正氣 防衛大学校 システム工学群 航空宇宙工学科 教授 
（兼）メンバーシップ担当  
（兼）IHST検討委員会  
副 会 長 藤垣   勉 川崎重工業㈱ 航空宇宙カンパニー技術本部 理事 
  
常任理事（総務担当） (兼)齊藤 茂  
常任理事(企画担当) 中尾 雅弘  

 

三菱重工業(株) 航空宇宙事業本部 防衛航空機事業部 
 ヘリコプタ技術部長 

常任理事（編集担当）  三宅  司朗 日本ムーグ㈱ アエロスペース･テスト＆シミュレーション 
担当部長 

常任理事（広報担当） (兼)藤垣 勉  
常任理事（広報担当） 滝川 三左男 

 

富士重工業(株) 航空宇宙カンパニー 航空機設計部 
部長（ヘリコプター技術） 

常任理事（国際担当） 平本   隆 帝京大学 理工学部 教授 航空宇宙工学科 学科長 
（兼）AHS国際副会長－環太平洋地域担当 
常任理事（国際担当） 青山   剛史 宇宙航空研究開発機構  

航空プログラムグループ事業推進部 企画室長 
   
理事・幹事長 (兼)齊藤 茂  
理事 安田   邦男 日本大学 理工学部 航空宇宙工学科 助教授 
理事 伊藤   健 防衛省 技術研究本部 技術開発官付 第１開発室 ２等陸佐 
理事 橋本   幹 ユーロヘリ㈱ カスタマーサポート統括部 技術担当部長 
理事 諸石  貞夫 ㈱ジャムコ 航空機整備カンパニー 顧問 
理事 望月  清光 朝日航洋㈱ 安全推進室長 
理事 富塚  昌孝 タクトワン（株） 代表取締役 
理事 坂本    修  ヤマハ発動機（株）事業推進統括部 スカイ事業 事業推進部長 
   
監査役 八巻  健一 富士重工業㈱ 航空宇宙カンパニー 航空機設計部 

課長（ヘリコプター技術） 
   

幹事（総務担当） 田辺  安忠 宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ 

運航・安全技術チーム ヘリコプタ技術セクション 主任研究員 

幹事（国際担当） 小曳     昇  宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ  
運航・安全技術チーム ヘリコプタ技術セクション 主任研究員 

幹事（企画担当） 山口 学 三菱重工業㈱ 航空宇宙事業本部 防衛航空機事業部 

ヘリコプタ技術部 計画課 主任 
幹事（広報担当） 長谷川 泰通 川崎重工業(株) 航空宇宙カンパニー 技術本部 

ヘリコプタ設計部 開発計画課 上級専門職 
幹事（編集担当） 淺原  昭夫 日本飛行機㈱ 航空宇宙機器事業部  

営業部 部長付 防衛営業アドバイザー 
幹事（広報担当） 岡本  拓也 富士重工㈱ 航空宇宙カンパニー 航空機設計部 

ヘリコプター設計課 担当 
幹事 響庭  昌行 防衛省 技術研究本部 
幹事 糸賀  紀晶 防衛大学校 システム工学群 航空宇宙工学科 准教授 
幹事 奥山 克也 防衛省 海上自衛隊 第５１航空隊 訓練指導隊 課程教育班長 
幹事 奥野  善則 宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ  

運航・安全技術チーム ヘリコプタ技術セクションリーダ 
幹事 砂田    茂 大阪府立大学 工学部 宇宙航空工学科 准教授 
   
リエゾン担当   
全日本航空事業連合 望月 清光 朝日航洋㈱ 安全推進室長 

日本ヘリコプタ協会 2011 年度役員 
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会 ヘリコプタ部会 
日本航空医療学会 西川   渉 日本航空医療学会理事 

NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）理事 
日本航空宇宙学会 青山  剛史 宇宙航空研究開発機構  

航空プログラムグループ事業推進部 室長 
経産省（SJAC） 
(ﾍﾘｺﾌﾟﾀ活用懇談会) 

上村   誠 ㈱ナスカ 取締役 

国交省（IHST） 町田   茂 宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ 
運航・安全技術チーム 構造  セクションリーダ 

国交省（IFR 研究会） 奥野 善則 宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ 
運航・安全技術チーム 防災・運航管理技術セクションリーダ 

厚生労働省 
（ドクターヘリ） 

長尾  牧 朝日航洋㈱ 運航統括部  統括部長 

文科省 
（航空科学委員会） 

齊藤  茂 宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ 
運航・安全技術チーム ヘリコプタ技術セクションリーダ 

防衛省 
（防衛技術協会） 

長島 知有 防衛大学校 名誉教授 

総務省（消防庁） 望月 清光 朝日航洋㈱  

(防災ヘリ)   
日本操縦士協会   
ヘリポート研究会   
日本女性航空協会   
日本航空協会   
   
顧問   
名誉顧問 東      昭 東京大学 名誉教授 
名誉顧問 義若    基 AHS日本支部 
   
顧問(総務担当) 牧野  健 ＡＨＳ 日本支部 
顧問(企画担当) 佐藤  晃 中菱エンジニアリング㈱ （特別）顧問 
顧問(編集担当) 長島 知有 防衛大学校 名誉教授 
顧問(広報担当) 上村  誠 ㈱ナスカ 取締役 
顧問(広報担当) 西川  渉 日本航空医療学会理事 

NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）理事 
顧問(広報担当) 山野  豊 ユーロコプター 理事、アドバイザー 

航空医療学会 理事、評議員 
NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）理事 

顧問(国際担当) 古澤 正人 セントラルヘリコプターサービス㈱ 常務取締役 
顧問(国際担当) 河内 啓二 東京大学 工学系研究科 航空宇宙工学専攻 教授 
顧問 小林  孝 三菱重工業㈱ 航空宇宙事業本部 本部長 
顧問 高木 淳二 宇都宮大学工学部附属ものづくり創成工学センター 講師 
顧問 大林 秀彦 AHS日本支部 
顧問 井口 敦雄 三菱航空機（株）品質保証部 部長 
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日本ヘリコプタ協会 略年表 
 
年度 

  
会

報 
会長 

(所属先,当時) 
総会／講演会 定例研究会、( )内は通算回数 特別講演会等 AHS年次総会 

1989  - 

義若 基 
(川崎重工) 

設立総会 
12.15 航空会館 

3.16 第6回ヘリコプタ研究会, 東大先端研 3.13 川崎重工岐阜 - Prouty氏 義若氏：AHS Fellow Award 

1990  - － 7.18 三菱重工(1)  
2.16 第2回国際航空宇宙シンポジウム 
ヘリコプタセッション, 幕張メッセ 

10.5 帝国ホテル 
    - Buckley氏(Sikorsky社長/ AHS会長) 

 

1991 1 5.29 川崎重工岐阜 7.19 富士重工(2) 2.7 防大(3) 
10.24-25 東大山上会館 
    - Schrage教授(Georgia Tech) 

 

1992 2 牧野 健 
(富士重工→ 
輸送機工業) 

6.23 川崎重工 9.18 三菱重工(4) 2.5 山上会館(5) 
12.4, 航空宇宙技術研究所 
    - Carlson氏(米陸軍ATCOM) 

  

1993 3 6.18 富士重工 9.10 川崎重工(6) 2.15 山上会館(7) 
7.6 健保会館 – フランスヘリ技術 

11.18 防大- Ham教授(MIT) 
 

1994 4 佐藤 晃 
(三菱重工) 

6.3 富士重工 7.22 陸自霞ヶ浦(8) 2.24 航技研(9) 
11.8, 三菱重工横浜- Gessow教授(Maryland大) 
11.11 交通・物流から見た将来ヘリ技術 

総評会館 
 Japanese Session開催 

1995 5 6.19 三菱重工 9.29 川崎重工(10) 2.23 防衛庁３研(11) 11.2, 三井物産 – Gaffey氏(Bell副社長)   

1996 6 長島 知有 
(防衛大学校) 

5.17 三菱重工 10.4 富士重工(12) 2.14 川崎重工(13) 
1.20 三菱重工本社 
    - Crawford氏(Georgia Tech) 

  

1997 7 6.6 住友重機追浜 10.24 三菱電機(14) 1.23 陸自木更津(15)     

1998 8 
西川 渉 

(地域航空総合 
研究所) 

7.6 ソニー 10.2 富士重工(16) 2.19 東京ヘリポート(17) 
4.21-23 Heli Japan 98 

岐阜長良川国際会議場 
12.22, 日大- Wang氏(Sikrosky) 

OH-X設計チーム 
：Howard Hughes Award 

1999 9 6.16 パイオニア 10.26 陸自明野(18) 
3.23 TA2000(19) 

東京ビッグサイト 
4.16 日大 
    - Rozhdestvensky氏(Mil) 

東名誉教授：AHS Fellow Award  
義若氏：Honorary Fellowships 
S-92開発チーム：Robert Pinckney Award 

2000 10 上村 誠 
(川崎重工→ 
日本航空宇宙 

工業会) 

6.22 川崎重工 11.28 陸自立川(20) 2.23 八尾空港(21) 
1.23 川崎重工本社 
    - Schmitz教授(Maryland大) 

牧野氏：AHS Fellow Award  
S-92開発チーム：Agusta International 
Fellowship Award 

2001 11 7.4 航技研 11.29 ヤマハ(22) 2.28 東京ヘリポート(23) 
1.28 三菱重工本社 
  - Johnston氏(米陸軍) 

大林氏：AHS Fellow Award 

2002 12 高木 淳二 
(富士重工→ 
宇都宮大学) 

ヘリ事始め50年記念 
6.28 航空会館 

3.13 宇都宮大学(24) 
11.11-13 Heli Japan 2002 

栃木県総合文化センター 
定岡氏：International Chairman’s Award 

2003 13 7.3 富士重工 10.31 電子航法研究所(25) 3.19 海上保安学校宮城分校(26)  佐藤氏：Honorary Fellowships 

2004 14 
小林 孝 
(三菱重工) 7.1 三菱重工本社 12.17 防衛庁３研(27) 

2.25 ヘリ防災シンポ(28) 
名古屋国際会議場 

10.7 JA2004ヘリセミナー 
パシフィコ横浜 

長島名誉教授：Honorary Fellowships 

2005 15 井口 敦雄 
(三菱重工) 7.19 グランドヒル市ヶ谷 12.16 三菱重工小牧(29) 

8.31 三菱重工本社 
- Friedmann教授(Michigan大)  

 

2006 16 
河内 啓二 

（東京大学） 

4.28 三菱重工横浜ビル 10.3 JAXA (30) 3.15 山上会館 (31) 

11.15-17 Heli Japan 2006 
名古屋国際会議場 

11.13 JAXA 航空宇宙技術研究センター 
Philippe氏（元ONERA） 

2.7 東大 本郷キャンパス工学部 
Xia氏(南京航空航天大) 

 

2007 17 
7.17 東京大学 

先端科学技術研究センター 
11.20 防衛大学校（32）   
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年度 
  

会

報 
会長 

(所属先,当時) 
総会／講演会 定例研究会、( )内は通算回数 特別講演会等 AHS年次総会 

2008 18 
平本 隆 

（富士重工） 

7.1 東京大学 山上会館  

7.23 JAXA 航空宇宙技術研究センター 
Dr. Hongyi Xu（ｶﾅﾀﾞ航空宇宙研究所） 

10.3 航空会館 
Dr. James M.Wang（ｱｸﾞｽﾀ・ｳｪｽﾄﾗﾝﾄﾞ） 

 

2009 19 8.4 三菱重工横浜ビル 4.17 恵比寿ｽﾊﾞﾙﾋﾞﾙ（33）   

2010 20 齊藤 茂 
（JAXA) 4.26 JAXA調布本社 9.27 東京スポーツ文化館（34） 

11.1-2  Heli Japan 2010 
    大宮ソニックシティビル  
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この用紙に書き込んで FAX で送付すれば入会できます。また、AHS インターナシ

ョナルのホームページ（http://www.vtol.org/）からオンラインでの申込みもできます。

不明の点があれば、事務局もしくはお近くの幹事までお問い合わせください。 
 
AHS Membership Application 
 
To become a member of the American Helicopter Society please submit this form with 
your annual dues payment. Your membership will begin the day your payment is 
received and processed. 

AHS Dues Regular - US and Canada $65.00  
Regular - International $80.00  
Miltary Personnel $35.00  
Retired over 60 $35.00  
Student - US and Canada $25.00  
Student - International $45.00  
Journal of the American Helicopter Society (optional) $15.00  
VFF Scholarship Contribution (optional) $10.00  

Send to:  
American Helicopter Society 217 N. Washington Street Alexandria, VA 22314  
(703) 684-6777 FAX: (703) 739-9279 
 
Name (First, Middle Initial, Last):  
 ______________________________________________________________________  
Street Address:  _________________________________________________________  
City, State, Country, Zip:  
 ______________________________________________________________________  
Telephone # (office/home): ________________________________________________  
Fax #: _________________________________________________________________  
Employer/College:  
 ______________________________________________________________________  
Job Title: _______________________________________________________________  
Birthdate(mm/dd/yyyy): ___________________________________________________  
email address: ___________________________________________________________  
Applicable AHS Dues: ____________________________________________________  
Sponsor: _______________________________________________________________  
 
Credit Card Number (MasterCard/Visa/American Express)  
____________________________________________ Exp. Date: _________________  
Applicant's Signature_____________________________ Date: ___________________  

AHS インターナショナル本部への入会申込用紙 (JAPAN CHAPTER) 
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日本ヘリコプタ協会 賛助会員 申込書 

年  月  日  

区  分 

（該当する方に○） 

法 人 ・ 個 人 
新 規 ・ 継 続 

団体（会社）名  

 （代表者）氏名 

役職 

 
 

 （代表者）連絡先 

住 所 

電 話 

ＦＡＸ 

 〒  
 

入会口数    口（   万円／注：１口＝１万円）  

備   考 

（連絡事項等） 
 

法人賛助会員は代表者の氏名・連絡先等をご記入下さい。  
 

本申込書を事務局宛 FAX、E-mail、もしくは郵送でご送付頂き、同時に下記へ

会費をお振り込み下さい。  
（領収書がご入用の場合は、備考欄にてご指示ください）  

会費振込先：三菱東京 UFJ 銀行 三鷹支店（普通預金）  
口座番号 ：００８６０６０  

  口座名義人：日本ヘリコプタ協会 会長 齊藤 茂  
 
〒182-8522 
東京都調布市深大寺東町７－４４－１  
宇宙航空研究開発機構 航空プログラムグループ  
運航・安全技術チーム 気付  
   日本ヘリコプタ協会事務局  
        TEL：０５０－３３６２－３３５７ 

        FAX：０４２２－４０－３２３５ 

        E-Mail：tan@chofu.jaxa.jp 
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日本ヘリコプタ協会 2011 年度会報 第 21 号 

Journal of the Japan Chapter of AHS International, Vol.21 
 

2011 年 6 月 17 日発行  
 

 日本ヘリコプタ協会（AHS インターナショナル日本支部） 
     〒182-8522 

東京都調布市深大寺東町７－４４－１ 
宇宙航空研究開発機構 
航空プログラムグループ 
運航・安全技術チーム ヘリコプタ技術セクション 内 
 

ホームページ：http://www.helijapan.org/ 
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